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日本に在留する外国人は年々増加しており、平成２９年末のでは約256万人（全人

口の２％）と過去最高となりました。そのため在日外国人への支援の必要性が高
まっています。 
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こちらは在日外国人の国籍別割合を表したグラフです。 
棒グラフが在日外国人の人口、折れ線グラフが対前年比を表しています。 

このグラフから、国籍別人口では中国人が最も多く、ベトナム人が増加していると
いう事が分かります。 
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本日紹介するエビデンスの質についてです。 
本日は横断研究1本、質的研究を2本紹介いたします。 
これらの論文の質は矢印で記している非実験的記述記録となります。 
 

6 



エビデンス紹介に移ります。 
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1つ目は、在日外国人の望む支援は、国籍によって異なるというものです。 
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研究方法について説明します。 
タイトル：在日外国人である母親の望む子育て支援と影響要因 

目的は在日外国人である母親が望む子育て支援とその影響要因を明らかにする
こと、対象は乳幼児を子育て中の母親でポルトガル語、スペイン語、タガログ語、中
国語が母国語の者 
対象者数は有効回答であった200名 

調査内容は基本属性として年齢、国籍、出産歴、在日期間、就労の有無、アンケー
ト調査として保健師に望む支援 
期間は2015年9月～11月でした 
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対象の基本属性です。 
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国籍ごとの望む支援を表したグラフです。まず、初めにこのグラフの見方について説明します。
次のスライドのクラメールVと書いたものも合わせてご覧ください。 
まず右端の※についてです。この※はP値といって、この結果が偶然に起こる割合を表したもの

です。今回で考えると国籍ごとに望む支援が異ならなかった場合、このような結果になる確率
はいくらであるか表したものになります。今回はこの値が0.001よりも小さいので、0.1%よりも低
い、つまり限りなく低いという事が分かります。 
続いてクラメールVの数値についてです。クラメールVは2つの事項の関連の強さを表すものと
なっています。今回で言うと国籍と望む支援の間の関連の強さを表しています。 
関連の強さは、0.5  ～1.0 強い関連、0.25～0.5  関連がある、0.1  ～0.25 弱い関連、 0.1未
満    関連なし と解釈します。 
今回はすべての値が0.25よりも大きいため国籍と望む支援には関連があったと考えられます。 
続いて各国の望む支援と望まなかった支援に関して説明します。 

ブラジルでは言葉の通じる専門職が望まれ、同じ国籍の母親との交流や定期的な家庭訪問は
望んでいないという事が分かります。つまり、何か困った事があった際周囲に助けを求めること
が出来ないという事が示唆されます。 

フィリピンや中国では同じ国籍の母親との交流やいつでも相談できる専門職、利用しやすい制
度を望み、定期的な家庭訪問は望んでいないという結果となりました。ブラジルとは対照的に
交流は望んでいますが、家庭訪問は望んでいないという事が分かります。 
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結論です。国籍によって様々な支援に対する必要性は変わっていました。このこと
から、臨む支援は国籍別に異なるという事が分かります。 

出産歴やパートナーの国籍は必須の情報ではあるが、それが同じでも望む支援は
異なるため、様々な情報を統合させて対象の求める支援を考えていかなければな
らないと考えられます。 
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次に明日から使える資料の紹介をしていきたいと思います。見本も置いてあります
のでご覧ください。 
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保健行政窓口のための外国人対応の手引きという日本公衆衛生協会の出してい
るのものです。これの特徴としては行政向けの手引きとなっているので、どの情報
も保健師の役に立つものではないかと思います。例えばやさしい日本語の例が
あったり、結核患者への説明や留意点が載っています。 
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次はママとあかちゃんのサポートシリーズという多文化医療サービス研究会が公表
しているものです。予防接種のスケジュールや健診の説明、よく使う言葉のまとめ
などがあります。よく使う言葉のまとめは、例えば母子手帳、沐浴などの単語が単
語帳のように日本語と外国語で一覧になっていたりします。対応言語はこのように
なっています。医療機関や行政機関など様々なところで使われています。 
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続いては神奈川の公益財団法人が出している外国人住民のための子育て支援サ
イトです。これの特徴は産前から産後、就園までの多様な支援ツールがあることで
す。お手元には資料はないのですが、こちらが現物です。産前産後確認シートや
「新生児訪問及び赤ちゃん訪問」訪問員用コミュニケーションツール、また動画もあ
ります。このようにイラスト付きでカラーで見やすくなっています。 
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動画は音声が日本語で字幕に外国語が出ます。 
 

31 



次は予防接種リサーチセンターの「予防接種と子どもの健康」と「予診票」です。こ
れは予防接種に特化した情報が記載されていて、対応言語も15以上と豊富です。 
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厚生労働省の出している外国人向け多言語説明資料です。これは医療機関向け
の資料にはなるのですが、診療科ごとの問診表もあるので症状を聞くときなどの参
考になるかと思います。お手元には小児科の問診表を置いています。 
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次は多言語生活情報という自治体国際化協会の出しているものです。特徴として、
外国人が日本で生活するための幅広い生活情報が載っています。結婚出産から
交通、災害などあらゆる分野の情報があり、対応言語は日本語を含む15言語で
す。全国の地方自治体で活用されています。 
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最後に日本看護科学学会の出している異文化看護データベースです。これは言語
や文化、宗教などの、多様な国のあらゆる情報について、データベースとしてまと
められています。国別と宗教別があり、それぞれこのようなものがあります。 
 

いかがでしたでしょうか。使ったことのあるものも、知らなかったものもあるかもしれ
ませんが、それぞれのURLもスライドにのせていますので、また気になったものがあ
れば見てみてください。 
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